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ランダム抵抗網の中の bondに注目すれば,前報2)で示した我々の Siteproblem は
コンダクタンスKl,K2,K3(-2KIK2/(Kl+K2))の三種類の bondがそれぞれ確率





図- 1に示す外場 Eが作用した抵抗網の中の siteA のまわ りの bond の平均の
伝導を考えよう. siteA が, Kl-Site を表わすとすれば,そのまわりに Kl-bond,


















率p)の伝導材料と絶縁材料 (体積分率 トp)の二者混合材料となる｡この時‰ 2-0
となり,系全体の伝導度は,
K-(p)-Lp(sop_1,fro.r,Pp',Ppc=三; (4)
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図-2 二相ランダム抵抗網のコンダクタンスと体積分率
計算機実験の dataの中で, pointsAは 50×50×50sitesのものであり
くこの dataは参考文献(8)から引用> ,それ以外は 30×30×30sites2)0
実線は近似式で, datapoir)tsとの一致はきわめてよい.
□---厳密解 O -･･･- ほとんど重なった点
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